
 

 

 

令 和 ８ 年 ３ 月 ６ 日 

産業労働部創業・イノベーション推進課 

 

第 11回新潟カーボンニュートラル拠点化・水素利活用促進協議会 
を開催します 

県では、2050年までのカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指し、カーボンニュ

ートラル産業拠点の形成に向けた検討のため、下記のとおり、第 11 回新潟カーボンニュー

トラル拠点化・水素利活用促進協議会を開催します。 

記 

１ 日 時 

令和８年３月 11日（水） 14:00～16:00 

２ 場 所 

朱鷺メッセ・メインホールＢ（オンライン会議のハイブリッド方式） 

３ 次 第 

（１）事務局説明（事務局説明概要は別紙１のとおり） 

（２）討議 

  ①カーボンニュートラル政策動向、ならびに国内動向について 

②新潟県カーボンニュートラル達成に向けて、必要となるアプローチ 

４ 参加者 

（１）構成員：学識者、民間事業者（エネルギー関係企業・団体、需要家等）、自治体 等 

（詳細は別紙２のとおり） 

（２）オブザーバー：関東経済産業局、北陸地方整備局 

（３）事務局：新潟県、株式会社野村総合研究所（委託事業者） 

５ その他 

 ・取材を希望される場合は、報道機関の腕章、社員証等を着用のうえ、開催時刻までに会

場にお越しください。事前申込は不要です。 

・報道機関の傍聴及び撮影は、事務局説明（討議①資料の説明）までとし、それ以降は非

公開とさせていただきます。                 

 ・別紙１の内容について報道する場合は、３月 11日(水)16時以降としてください。 

 

新潟県報道資料 

【本件についてのお問い合わせ先】 

創業・イノベーション推進課 藤田、佐々木         

（直通）025-280-5256 （内線）2838  



 

新潟カーボンニュートラル拠点化・水素利活用促進協議会構成員一覧 

（順不同、敬称略） 

組織 属性 

東京科学大学（Science Tokyo）名誉教授 （一般社団法人）水素・

燃料電池開発情報センター（FCDIC) 代表理事  岡崎 健（座長） 

学識者 新潟大学 自然科学系 工学部 教授  児玉 竜也 

国立研究開発法人産業技術総合研究所 エネルギー・環境領域 再生

可能エネルギー研究センター 総括研究主幹  辻村 拓 

 株式会社ＩＨＩ 

 

民間企業 

青木環境事業株式会社 

イーレックス株式会社 

岩谷産業株式会社 

岩塚製菓株式会社 

株式会社ＩＮＰＥＸ 

ＮＳＧグループ（愛宕商事株式会社） 

ＥＮＥＯＳ株式会社 

ＥＮＥＯＳ Ｘｐｌｏｒａ株式会社 

株式会社クラレ 

株式会社ＪＥＲＡ 

信越化学工業株式会社 

石油資源開発株式会社 

ゼロワットパワー株式会社 

デンカ株式会社 

東芝エネルギーシステムズ株式会社 

東北電力株式会社 

豊田通商株式会社 

ナミックス株式会社 

新潟交通株式会社 

株式会社新潟国際貿易ターミナル 

新潟石油共同備蓄株式会社 

日本海エル・エヌ・ジー株式会社 

北越コーポレーション株式会社 

北陸ガス株式会社 

三井物産株式会社 

三菱ガス化学株式会社 

三菱ケミカルハイテクニカ株式会社 

 リケンＮＰＲ株式会社 

明星セメント株式会社  

明和工業株式会社 

株式会社リンコーコーポレーション 

一般社団法人新潟県商工会議所連合会 
団体 

公益社団法人新潟県トラック協会 

株式会社大光銀行 

金融機関 株式会社第四北越銀行 

株式会社日本政策投資銀行 

糸魚川市 

自治体 
上越市 

聖籠町 

新潟市 

計 44構成員  

別紙２ 
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